Study on wood cooking methods as processes of bioenergy production from softwood by 高橋 史帆
Study on wood cooking methods as processes of
bioenergy production from softwood
著者 高橋 史帆
内容記述 Thesis (Ph. D. in Agricultural














工場パルプの M/G比からカッパー価 25 のパルプ収率を評価した。クラフト蒸解に AQを添加することで収
率が 1.3％増加することが示された。
　また、カラマツ辺材のクラフト、クラフト -AQ、PS-AQ蒸解のなかで、PS-AQ蒸解により得られたパルプ
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1 mol/lより 2 mol/lの場合に生成する HexAの最大値が高く、一方で HexAの分解速度が速いことが明らかと
なった。H-ファクター 450 付近に 1 mol/lおよび 2 mol/lにおける HexA生成・分解曲線の交点が存在した。























審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では、針葉樹材のアルカリ蒸解は、黒液によるバイオエネルギー生産を行うプロセスとして有効な
方法であり、一方、酸性サルファイト蒸解は、廃液とパルプから効率的に単糖を得ることができるため、バ
イオエタノール生産を行うプロセスとして特に有望な方法であることが明らかにされた。
　生物材料化学と食料・バイオマス科学分野の研究において、バイオエネルギーに関する研究の発展が期待
されている。本研究では独創性の高い知見が得られた。この基礎的知見の内容が、さらに応用的な研究へと
発展することが期待できる。
　よって、著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
